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1．暖い雨の降水機構の研究

駒　林 誠（東京大学）

　近年，暖い雨，すなわち氷晶過程を含まない雨の研究

が盛んに行われ，これに関する大規模な観測がハワイ等

で行われ諸種の事実が明らかになった．

　駒林誠氏は暖い雨の機構を明らかにするため，凝結核

上に生じた雲粒の成長，雨滴の雲粒補捉による成長の過

．程の理論的研究を行ない，凝結核数及ぴその粒度分布，上

昇気流の強さ，含水量等の雲物理学的諸量によって降水

闘始の有無及び降水強度の時間的変化等が如何に変るか

を論じた．これによってハワイ等で行われた観測結果を

よく説明することができる．これまで理論的説明が困難

であったハワイで観測された雨滴中のナトリウムイオン

’濃度と雨滴の粒径との間の関係も定量的に説明すること

ができた．また駒林氏は雨水中の溶在酸素量の測定を行

ない，これを高層観測及ぴレーダ’一一観測から得られた雲

の状態と比較研究した結果，雨水中の溶在酸素量はその

1雨の降水機構と密接な関係のなることを見出した・従来，

互に一一見矛盾すると見られていた諸研究者の測定結果も

∫統一的に解釈し得ることを示した．

　駒林誠氏はこのほか氷晶核等に関する優れた研究も行

なっている．

　上述の様に駒林誠氏の降水機構に関する研究は，暖い

』雨の降水機構を明かにするために大ぎな貢献をした．よ

って本学会は同君に学会賞を贈ってその顕著な業績をた

，．たえる次第である．
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2台風及びハリケーソの研究

笠　原 彰（シカゴ大学）

　笠原彰氏は昭和27年東京大学理学部大学院を卒業以来

理論気象学殊に台風に関する理論的研究を行ない，次の

如く多くの成果を収めた．

　初期の研究は台風の構造及ぴ上陸後における埋積に関

するものであり，さらに進んで発生条件の統計的調査を

行ない発生期における台風の発達を理論的に追跡した．

　昭和34年渡米し，シカゴ大学において，電子計算機を

用いて，ハリケーンの進路予報を行なった．過去数年間

アメリカを襲ったハリケーンについて，数値予報の適用

性，妥当性などを綿密に研究した．殊に指向高度の選

択，二層モデルによる予報精度を検討した．更に最近は

熱帯低気圧発生の数値実験を行なっている．

　以上笠原彰氏は永年にわたり，統計的解折的方法も加

，味しながら，理論的方法により台風あるいはハリケーン

について研究を行ない，優秀な成果を収めて気象学の進

歩に貢献するところが著るしい．よって本学会は同君に

学会賞を贈ってその顕著な業績をたたえる次第である．
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